  日本学術会議ニュース・メール  （No.155） 2008/09/02 
 
 ◇ 報告「数理科学分野における統計科学教育・研究の今日的役割とその推
    進の必要性」の公表 （ご報告）
 ◇ 日本学術会議主催国際会議
  　持続可能な社会のための科学と技術に関する国際会議2008
　　「In Search of Sustainable Well-Being -持続可能な福祉を求めて-」
　　（再案内）
  
　報告「数理科学分野における統計科学教育・研究の今日的役割とその推
  進の必要性」の公表 （ご報告）
数理科学委員会数理統計学分科会が、報告「数理科学分野における統計
科学教育・研究の今日的役割とその推進の必要性」を公表いたしました。

　本質的な情報をとり出すための科学的な方法論としての統計科学の重要
性は増大していますが、我が国における統計科学の教育・研究については
組織的な基盤が整備されておらず、欧米のみならず韓国や中国などの近隣
諸国と比較しても格差が拡大している現状に鑑み、以下の観点から報告を
行いました。

  (1)大学院における統計科学教育の充実と教育研究拠点の形成
　(2)全分野融合型の研究の場の創出
  (3)初等中等教育における統計教育の基盤強化
　
　報告全文は、日本学術会議ＨＰの以下のＵＲＬで御覧いただけます。
　http://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/index.html
　【お問い合わせ先】 
   数理科学委員会数理統計学分科会　
   委員長　竹村彰通（東京大学教授）　電話　03-5841-6940
 
  日本学術会議主催国際会議
  持続可能な社会のための科学と技術に関する国際会議2008
　「In Search of Sustainable Well-Being -持続可能な福祉を求めて-」
　（再案内）
  日本学術会議では、近年、持続可能な発展にかかわる具体的な課題に関
する会議を毎年開催し、様々な側面から議論を進めています。本年度は、
「持続可能な福祉を求めて」をテーマに会議を開催し、カリフォルニア大
学リバーサイド校のPrasanta Pattanaik名誉教授及び国際連合大学高等研
究所所長のA. H. Zakri博士の基調講演に加えて、３つの課題（地球生態系
と人間の福祉、社会的共通資本と福祉、福祉構想の検討−持続可能性の見
地から）についてセッションを設け、内外の専門家による議論を行います。
  
  ◆日  時：平成２０年９月１２日（金）～１３日（土）
  ◆会  場：東京ステーションコンファレンス　５階サピアホール
  ◆主　催：日本学術会議
  ◆共　催：一橋大学経済研究所世代間問題研究プロジェクト
　　　　　　「世代間問題の経済分析」
  ◆後　援：国際連合大学（UNU）、国際連合大学高等研究所（UNU-IAS）、
            東京大学サステイナビリティ学連携研究機構、日本経済新聞社
  ◆講演者：Prasanta Pattanaik
　　　　　　（米国 カリフォルニア大学リバーサイド校名誉教授）
　　　　　　A. H. Zakri（国際連合大学高等研究所所長）　ほか
  ◆定  員：２２０名（Webによる事前登録制）
  ◆その他：入場無料・日英同時通訳あり
　◆詳細については、ホームページを御覧ください。
　　http://www.simul-conf.com/wellbeing2008

　【本件担当】
　　日本学術会議事務局　参事官（国際業務担当）付
　　〒106-8555 東京都港区六本木7-22-34
　　TEL: 03-3403-5731, FAX: 03-3403-1755
　　e-mail : i266@scj.go.jp

マクロエンジニアリングシンポジウム2008
「３Ｆ（スリーエフ）問題への工学的ソリューション」の開催（ご案内）　
　～３Ｆ：Food，Fuel and Finance（食糧，燃料（エネルギー），金融）～
　３Ｆ問題は世界経済の行方を左右する最重要の問題です。原油価格高騰
に引っ張られて資源価格が全般的に高騰、石油危機以来の構造変化が生じ
そうです。
　食糧は燃料（エネルギー）との代替性を強め、需給が不安定化していま
す。金融面では、先物価格の動向が現物取引を支配する傾向が強まりつつ
あります。相互に絡み合ったこれらの問題の解決策を、マクロエンジニア
リングの観点から議論します。

　◆日　時：平成20年9月19日（金）13:30～17:00（17:30から懇親会）
　◆会　場：拓殖大学文京キャンパスC館101教室
　◆演　者：藤井 秀昭( 株式会社三菱総合研究所主任研究員)
　　　　　　藤 和彦( 内閣官房内閣参事官)
　　　　　　横井 陽一( 社団法人中国研究所・評議員)
　◆参加申込方法：会場整理の都合上、参加希望者は事前に当学会事務局
　　　　　　　　　宛てＥメールかファクスでご連絡ください。

　【お問い合わせ・申込み先】
　　日本マクロエンジニアリング学会事務局
　　〒112-8585　東京都文京区小日向3-4-14 
　　　　　　　　拓殖大学海外事情研究所 吉野研究室
　　電話/ファクス 03-3947-2323
　　Eメール fyoshino@ner.takushoku-u.ac.jp　
　　
　詳細については、以下のＵＲＬを御覧ください。
　http://wwwsoc.nii.ac.jp/james2/

　　　　　　学術情報誌『学術の動向』最新号はこちらから
　　http://www.h4.dion.ne.jp/~jssf/text/doukousp/2008-08.html

　  日本学術会議ニュースメールは転載は自由ですので、関係団体の学術
  誌等への転載や関係団体の構成員への転送等をしていただき、より多く
  の方にお読みいただけるようにお取り計らいください。
　  また、メールアドレスの変更等がありましたら、事務局
　（p228@scj.go.jp）まで御一報いただければ幸いです。
　発行：日本学術会議事務局　http://www.scj.go.jp/
  　　　　〒106-8555  東京都港区六本木7-22-34　　
